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1.1.1.1. KDDI(auKDDI(au＋ﾂｰｶｰ＋ﾂｰｶｰ))のの純増
移動通信事業

／au＋ﾂｰｶｰ純増
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-400

-200

0

200
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600

800

1,000

純増数／シェア

契約数／シェア

（千契約）（シェア）

純増シェア
（au＋ﾂｰｶｰ）

08.3期 /上期
103万契約／39.3%

2,922万契約／29.4%
（au：54.6%、ﾂｰｶｰ：-15.2%）

（au：28.9%、ﾂｰｶｰ：0.5%）

ﾂｰｶｰの純減数

auのMNP純増数
auのMNP以外の純増数

（ﾓｼﾞｭｰﾙ含む）

ﾂｰｶｰからの同番移行数

07.3期 / 通期
275万契約／55.8%

2,819万契約／29.1%
（au：93.7%、ﾂｰｶｰ：-37.9%）

（au：28.2%、ﾂｰｶｰ：0.9%）

（注）イー・モバイルの契約数については四半期開示のため、月次のグラフには含めないが、上期のシェアには含める。
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1.21.2.  .  auauの上期純増内訳の上期純増内訳（前年比較）
移動通信事業

／au（前年比較）

■上期のMNPによる純増数は+39.5万。
■ ツーカーの同番移行を除いたベースでは、MNPによる純増が前期比で
純増数増加に貢献。

39 996

683

752

27277 395

0 500 1,000 1,500 2,000

07.3期/上期

08.3期/上期

ﾓｼﾞｭｰﾙ純増数 MNP以外の純増数 MNP純増数 ﾂｰｶｰからの同番移行数

（千契約）

MNP純増

計 1,787千
（2,021千）

（注） （ ）は市場全体の純増数。

計1,427千
（2,616千）
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0.95% 0.97% 1.03%1.00%
1.07%1.04%

0.0%

0.5%

1.0%

1.5%

2.0%

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

<1.02%>

11.3.  .3.  auauのの解約率解約率

07.3期

通期平均

前年同期比

0.08ﾎﾟｲﾝﾄup

移動通信事業

／au

08.3期（予）

<1.04%>

（注）解約率はモジュール系を除く。
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1.1.4.  4.  auauのの販売コミッション
移動通信事業

／au販売コミッション

30,000

35,000

40,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

*新規、機種変更
（円）

07.3期 08.3期

コミッション平均単価*

07.3期 08.3期（予）
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

1,240 1,290 1,450 1,700 1,240 1,490

38,000 37,000 35,000 37,000 35,000 36,000

327 352 411 465 353 408

5,680

37,000

1,555

5,650

36,000

1,570販売台数（万台）

コミッション平均単価（円）　

販売コミッション総額  （億円）
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1.1.5.  5.  auauののARPUARPUの推移の推移

07.3期 08.3期07.3期

08.3期（予）

08.3期

（分） Total ARPU WIN ARPU
9,070

移動通信事業

／au

合計

音声

6,6006,810

8,610

6,700

8,850

▲120 ▲140

ﾃﾞｰﾀ

6,380
▲110

通期平均 07.3期 08.3期（予）

合計

うち音声

データ

6,610円
4,590円
2,020円

6,150円
4,100円
2,050円

8,310

前年同期比

合計 ▲ 300円 （▲ 4.5%）
うち音声 ▲ 430円 （▲ 9.1%）
データ ＋ 130円 （ + 6.5%）

くりこし前受金計上

MoU

6,150

8,160

6,430
▲80

6,400
▲50

8,000
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1.1.6.  6.  WINWINの状況
移動通信事業

／auの状況

■ 9月末時点でWINの契約数の割合はau全体の59%に増加、
うち、パケット定額制の契約率は76%と引続き高水準。

9,460
10,770

12,520

18,750

8,280

15,753
14,549

17,063

81% 80% 79% 78% 77% 77% 76%
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3/'06 6/'06 9/'06 12/'06 3/'07 6/'07 9/'07 3/'08
0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

WIN契約者の伸び
（千契約）

累計契約数

ﾊﾟｹｯﾄ定額制
契約率

63%
WIN／au
契約数

（予）

40% 44% 49%36% 56%53% 59%
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22.. 総合的な商品力の強化
移動通信事業

／au総合的な商品力の強化

■伝送能力、コスト競争力等インフラの強みにより、端末、料金、コンテンツの

総合的な商品力強化による差別化を図る。

インフラ

ｺﾝﾃﾝﾂ&ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ料金

cdmaOne

2002年 2003年1998年 2006年12月

CDMA2000
1x

1xEV-DO
（Rev.0）

1xEV-DO
Rev. A

端末

Evolution

LISMO

- 07秋冬モデル9機種投入

BCMCS
2006年9月

INFOBAR 2
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3. 3. 800MHz800MHz帯の周波数再編帯の周波数再編 (1)(1) 移動通信事業

／au

■国の方針により、細分化された周波数割当と諸外国との上りと下りの逆転を

解消すべく、 2012年7月までに、現行800MHz帯の周波数再編を完了予定。

■ KDDIへの割当容量は、上り・下り各15MHzで、周波数の再編前後で変更なし。

＜800MHz帯周波数再編＞

960 
[MHz]

810 860 870 885 915 925 948

▼ 現 状

960 
[MHz]

810 860 890

▼2012年7月以降

815 830 845 875

KDDI NTTドコモ

（正式未確定）

下り（基地局 → 端末） 上り（端末 → 基地局）

上り（端末 → 基地局）
700MHzUHF帯とペアバンドを捻出

下り（基地局 → 端末）

940818

③ ①② ②① ③a ab bc c

KDDI PDC帯返却済 KDDI PDC帯返却済
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3. 3. 800MHz800MHz帯の周波数再編帯の周波数再編 (2)(2) 移動通信事業

／au

■ 現行800MHz帯の周波数再編にあたり、2GHz帯/新800MHz帯を活用し、全国エリア
基盤の確保と契約数増加に伴う増容量対策を行う。

■ 現行800MHz帯と2GHz帯のデュアルバンド（または新800MHz帯を含むトライバンド）
対応端末は、バンド間ハンドオーバーが可能であり、9月末時点で1,180万台。

高 低低

2GHz

高 低低

新
800MHz

現行
800MHz

＜2007年度＞ ＜2012年7月以降＞

停止
現行800MHz帯に代わる
新800MHz帯15MHz幅

人口密度

2GHz帯

現行800MHz帯
新800MHz帯

バンド間ハンドオーバー

800MHz帯再編中の
ハンドオーバー（イメージ）
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44.  .  端末コスト低減への取端末コスト低減への取りり組み組み
移動通信事業

／au

■ 07秋冬モデルにてKDDI統合プラットフォーム対応Rev. A端末を3機種投入。
ソフトウェアの高度化・複雑化が進む携帯端末開発において、一層のコスト

競争力の強化を目指す。

新統合プラットフォームの構築

KCPKCP
（KDDI Common Platform）

BREW (KCP)

ﾐﾄﾞﾙｳｪｱ
無線通信制御

各ﾒｰｶ
独自実装
部分

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

ｸｱﾙｺﾑOS

ｸｱﾙｺﾑMSMﾁｯﾌﾟｾｯﾄ

共通化部分 部分共通 非共通化部分

ﾕｰｻﾞｰｲﾝﾀﾌｪｰｽ

ﾃﾞﾊﾞｲｽ

BREW (KCP)

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

ｸｱﾙｺﾑ新規OS

ｸｱﾙｺﾑMSM7500TM

ﾕｰｻﾞｰｲﾝﾀﾌｪｰｽ

共通
ﾃﾞﾊﾞｲｽ

差別化
ﾃﾞﾊﾞｲｽ

ﾃﾞﾊﾞｲｽ
ﾄﾞﾗｲﾊﾞ

ﾃﾞﾊﾞｲｽ
ﾄﾞﾗｲﾊﾞ

ﾐﾄﾞﾙｳｪｱ
無線通信制御

共通化領域

auの端末調達単価低減

WIN端末
販売比率

50

60

70

80

90

100

05.3期 06.3期 07.3期 08.3期
0%

20%

40%

60%

80%

100%

（予）

05.3期を100とした
au端末調達単価

KDDIKDDI統合プラットフォーム統合プラットフォーム
（（KCP+KCP+））



19

5.  au5.  au買い方セレクト買い方セレクト（新・買い方提案）（新・買い方提案）(1)(1) 移動通信事業

／au

端末補助金によりケータイ購入時の初期負担を抑えたことで、ケータイの普及が
拡大し、料金の低廉化・サービス高度化に貢献。

買い替え需要は今後も旺盛であり、新サービス等の利用を後押しする仕組みは
必要。

これまでの買い方

お客様への端末補助金についての説明不足。
買い替え頻度による不公平感があるのでは？
不要な買い替えを招いているのでは？

一方で

端末補助金を分かりやすく（端末補助金額を明示、端末の利用契約期間を設定）。

一定期間経過後に割安料金という選択肢も追加。

端末補助金のない割安料金も用意。

これからの買い方を考えるにあたって
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5.  au5.  au買い方セレクト買い方セレクト（新・買い方提案）（新・買い方提案）(2)(2) 移動通信事業

／au

（販売奨励金モデル新スキーム）

■ 2007年11月12日以降、auのケータイをご購入いただく際に、お客様のニーズに
合わせて購入方法を選択いただける「au買い方セレクト」を提供。

（分離モデル）

料金は税込み。

コース名

あり（21,000円） なし
購入サポート
（端末補助金）

ケータイをこれまでのように初期

負担は少なく購入されたいお客様
対象

ケータイを買い替えるよりも毎月の
利用料金を抑えたいお客様

料金プラン

（携帯端末型）
現行料金プラン（8種類）

端末利用期間契約

シンプルプラン（2種類）
基本料：S1,050円 / L  2,625円
通話料：S15.75円/30秒 / L10.5円/1分

2年 なし

その他

・各種基本料割引サービス適用あり
・フルサポート解除料あり
・定期割引サービスの契約解除料は無料
・請求額に応じポイントアップ

－

（注）シンプルコースの方はシンプルプラン以外の料金プランも選択可能。
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6.6. ツーカー・サービス終了に向けて 移動通信事業
／ﾂｰｶｰツーカー・サービス終了に向けて

■ツーカーのauへの同番移行は上期に27万、累計で240万（2005年10月～）と
2008年3月末のサービス終了に向け、スムーズに進捗。

761 755 780 815 788 648

2,767
2,370

1,959
1,525

1,128

779

706 1,091 1,457
1,770

2,131 2,402

291471 332

401
182268

349

2,296

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

9/'05 12/'05 3/'06 6/'06 9/'06 12/'06 3/'07 6/'07 9/'07

auへの同番移行

ﾎﾟｽﾄﾍﾟｲﾄﾞ

ﾌﾟﾘﾍﾟｲﾄﾞ

（千契約）

ツーカーの契約数推移

ツーカー契約数

3,528
3,125

2,739
2,341

1,916

1,428
872 600 473
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